








ブー県のミャウッモー村で 30代男性である KAさんから 2020年 3月にきかせていただいたも
のである。かきおこしについても、KAさんにご協力いただいた。民話には題名がついていない
ので、内容に即して「金持ちと貧乏人の息子」という題名を筆者がつけた 注1。録音には Roland
社の R-09を使用し、16bit・44.1kHzで録音した。民話本文は 3分 30秒ほどである。
1.2 モーラン・カドゥー語と先行研究





























原［2013］と Khin Moe Moe［2014］などがある。モークワン・カドゥー語については、ガナ



















モーラン・カドゥー語の音素は/p*, ph, b, t*, th, d, c [tC], ch [tCh], j [dZ], k, kh, g, P*, s, sh [sh],































1. 高声調に後続する中声調は低声調となる（M → L / H　）
2. 中声調に後続する低声調は下降調となる（L → F / M　）
3. 中声調と高声調とが連続するあとに中声調があるとき、縮約して全体が中声調・中声調・
下降調となる（MH+M → MMF）
4. 高声調と低声調が連続するとき、縮約して全体が中声調と下降調になる（HL → MF）
5. 多音節語において、中声調に先行または後続する高声調が中声調になる（HM/MH →
MM;多音節語のとき）


















































































注 2 tòuN は k@tòuN という形式が一般的である。
注 3 =m@shà < =má=shà < =má=sha ‘=time=EMPH’である。



























注 1 k@leiN ‘two’は、接中辞として-@l-が挿入されている形式である。接中辞の存在は、筆
者が調査したかぎりのカドゥー諸語ではどこでも観察される改新である。
注 2 =ban=nâ=Pà < =bán=na=gá ‘=PRF=EMPH=TOP’ではないかとおもわれる。このよ
うに、[g] が脱落する現象は現代口語ビルマ語にも確認される［Jenny & San San Hnin
Tun 2016: 25］。
注 3 [hám-thà=mà=nyE] は、いいわすれていたもの。
注 4 laN ‘go’はモーラン・カドゥー語に特徴的な形式である。ほかのカドゥー語では一般







































































































注 1 heiN+k@ŝı < heiN+k@s̀ıである。なお、所有者と被所有物を標識なしに並列してもよ
いし、属格標識として=bénを介在させて heiN=bén k@s̀ı ‘3SG=GEN trap’といってもよい。










































































































注 1 ji は di ‘come’の異形態。なお、di ‘come’はモーラン・カドゥー語に特徴的な形式
である。ほかのカドゥー語では一般に li であることから、モーラン・カドゥー語の形式
が改新であるとおもわれる。

















































































































































































































































































































































































































































































































A < B Aは Bに由来する
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